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2020年 6月 6日 

Virtual Conference として開催された２つの国際学会に参加 

VLSI Test Symposium 2020 ＆ European Test Symposium 2020 

 

群馬大学 小林春夫 

● VLSI Test Symposium (VTS) 2020 

4月に米国 San Diego 市で開催予定のこの国際学会はウィルス禍の状況下でビデオ・プレゼ

ンテーションをインターネット配信する Virtual Conference になる。この状況下で「仕方なく」 

そうしたのであろうが、実際は大きな効果があった。 

https://tttc-vts.org/public_html/new/2020/ 

 

 

畠山一実先生と一緒に下記セッションをオーガナイズした。 

 

 

筆者は VTS2020 組織委員会(organizing committee)の末席を汚しているので参加した。 

が、参加してみると良い側面がたくさんあることに気が付く。 

 

オンデマンドで何回でもすべての講演を自由な時間に視聴できる。通常形態でVTSが開催さ

れたとすると、Plenary Talk はその名の通り参加者全員に対する講演であるが、一般論文発

表はこのシンポジウムでは３つのパラレルセッションで行われるのでざっくり 3分の１しか聴け

ない。 

https://tttc-vts.org/public_html/new/2020/
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また、現地に行かなくてよい。一週間大学を空けるのは結構大変であり、相当な準備が必要

である。もちろん国際学会は現地に行き、さまざまな人と出会うことや現地を楽しむのも大き

な目的である。しかし、純粋に高いレベルの国際学会の発表を聴きたい、それだけでよいとい

うことも多い。先端技術情報が得られ、聴いていると新しい研究テーマを思いつくことがしばし

ばあり自分の仕事が進む。Virtual Conference はその観点から非常に効率的である。 

 

約 1か月後に、VTS2020 プログラム委員長から次のメールを受け取る。 

VTS2020は Virtual Conference として大成功のようである。 

参加した多くの人たちが私と同じように感じているであろう。 

*** 

Dear VTS attendee, 

 

It is one month since the opening of VTS 2020, the first virtual edition of the IEEE VLSI Test 

Symposium. Thanks to the strong dedication and support of all of you, we can now say that the 

conference was a success despite the difficult worldwide situation. Attendees are constantly 

accessing the on-line content with thousands of videos views and downloads of papers. 

                         （中略） 

Thanks again for the support to our conference. 

 

Best regards 

 

VTS2020 Program Co-Chairs 

 

VTS2020 のオープニングセッションで、運営委員の一人として名前を出してもらった。 

 

   

 

このような文を書いて VTS2020の様子を日本社会に知らせるのも仕事の一つかと思う。 
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● European Test Symposium （ETS） 2020 

VLSI Test Symposium 2020 での Virtual Conference の良さに気が付き、執筆中のある学会

誌からの招待論文（アナログ回路テスト技術関係のレビュー）で最新技術を反映して原稿を

良くすることも目的の一つとして、Virtual Conference として開催された ETS2020 に参加した。 

https://ets2020.ttu.ee/ 

 

 

 

ETSでは委員でも何でもなく、初めて参加の文字通りの「新参者」である。半導体分野の欧州

での国際学会は、招待論文や発表論文の内容等が 米国、アジア地区それぞれのとは違う

ところがある。この学会には一度は参加したいと思っていたが、もう参加するのは無理かなと

も感じていた。が、逆に今回の状況で参加できた。（論文発表できないのは残念であるが。） 

この国際学会も VTS同様にレベルが高く、論文が採択されるのが大変である。 

 

ETS2020 のクロージングセッションでは Virtual Conference になったが故に参加者が大きく

増えたとのアナウンスがあった。また、ほとんどすべてのプレゼンテーションを視聴したので 

the most active attendee の一人として名前がでていたのは 自分らしいと思った。 

 

https://ets2020.ttu.ee/
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● 感想 

コロナ禍が収束しても、学会や研究会の開催形態は完全にもとの形に戻すのではなく、現在

急速に進んでいる ICT 化を反映した新しい形態を模索すべきと思う。学会主催者からすれば

直接会場に来ることできなくてもバーチャルで参加者が増える可能性があるということも考慮

すべきかもしれない。 

  

多くの人たちが在宅勤務で仕事をしていてその良さが報道されているが、学会・研究会でも

Virtual なものを経験してみるとその良い側面が実感できる。 

今回は一瞬の変化を感知して先端技術を吸収することができたように感じている。 

 

日本国内でもいくつかの大きな展示会がバーチャルで行われることがアナウンスされている。 

 

先端技術情報が地方の片田舎でもリアルタイムでとれることがわかる。 

 

社会がネットでの会議・プレゼンテーションのツールに慣れる、打ち合わせやプレゼンが対面

でなくともよいという文化になりつつあり、確実に社会が変化している。 

 

大学、高専、高校で現在講義、授業がオンラインでおこなわれている。通常の形態に比べて

効果を下げないようにするという「守り」の側面とともに、オンライン化することでより効果を上

げよう、この機会に日本で遅れている教育の ICT 化を一気に進めようとする「攻め」の試みも

なされていることも知る。 

 

「日本の ICT化の遅れが今回のウィルス禍を機に顕在化している、この機会に ICT化を進め

よう」という話をあちこちで見聞きする。 

 

● 新たな試み 

 

激変する環境下で生き残る生物。 強い者でもない 賢い者でもない。 

変化する者だけが生き残る。 

- Charles Robert Darwin 進化論 

 

これはよく知られた言葉であるが、進化論の教えでは変化するのは「少しだけ」で良いらしい。 

自分のところでも少しだけの変化を試みてみようと思った。 

 

当方、群馬大学アナログ集積回路研究会の活動をしている。 

https://kobaweb.ei.st.gunma-u.ac.jp/analog-web/analogworkshop.html  

https://kobaweb.ei.st.gunma-u.ac.jp/analog-web/analogworkshop.html
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自分の大学院講義をそこでの公開講演でやってみようとは今まで思いもよらなかった。が、 

大学の講義がすべて Zoom配信になったことを受け、公開にしてみようと思いついた。外部に

公開にすることで私や受講学生にも良い緊張感が生じている。全く面識のない受講希望の

方々から事務局の桑名杏奈先生にメール連絡があるのを見ると、結構世の中の人たちは 

自分たちの活動を見てくれているのだなと実感する。現在在宅勤務の電子技術者が多いと 

思うので、「現地に行く時間は必要ないので、関係する内容ならちょっと気分転換に」くらい 

なのかもしれない。大きな社会的効果が得られるかはわからないが、少なくともマイナスには

ならないし、こちらには「わくわく感」はある。 

また、外部講師の先生方の講義も公開しているが、相方でシナージー効果がある。 

 

同じ学科の千葉明人先生によりお知り合いの半導体メーカーの方にこのことをお知らせいた

だき、同社から何人も参加していただいている。事務局の桑名杏奈先生が「モチベーションが

湧くが、過度な負担にはならない」程度の規模の外部受講者がある。 

 

受講者と向かい合ったほうがコミュニケーションがとりやすい、反応がリアルタイムで得られる。

逆にそれができないので、スライドを丁寧に作り、わかりやすく説明するという努力が必要で

ある。これらは当然以前からやっておかなければならなかったことではあるが。 

 

Zoom 配信の講義・講演を桑名先生がビデオで録画してくれている。（大学本部から受講でき

なかった学生のためにこのようにするようにとの通達がきている。）これを自分で視聴すると

自分の説明の仕方の良しあしがわかり、改善につながる。研究室でのゼミや親睦会もオンラ

インでやっている。この時期なので活動が少しでもプラスになれば大きな効果があろう。 

 

● エピローグ 

ETS2020 開催予定地であった エストニアはどこにある国かと調べてみると、北欧のバルト

三国の一つであることに気が付く。畏友 田口和也君がバルト三国のラトビアを何年か前に

訪れ訪問記を書いていることを思い出し、ご本人と出版社にそれを研究室WEB公開すること

の承認を得る。北欧のことは日本ではあまり知られていないと思う。 

 

次にも気が付く。      https://ja.wikipedia.org/wiki/把瑠都凱斗 

https://ja.wikipedia.org/wiki/把瑠都凱斗












研究室で毎週金曜日夕方にオンライン親睦会を開催している。電源関係の研究教育をいた

だいている小堀康功先生にもご参加いただいており、毎回学生向けに「クイズ」を出してくれ

ている。その一つとして各国の「国旗」の問題もだしてくれた。田口君のラトビア訪問記にも同

国旗の話が記載されている。これらに刺激されてバルト三国の国旗をWikipedia で調べた。 

 

エストニア 国旗    

青黒白旗  

青： エストニアの空・川・湖・海を表しており、エストニアの国民を象徴するとともに 

希望・友情・団結 

黒： 故郷の大地と同時に暗黒時代の悲しい歴史を忘れまいとする決意 

白： 氷と雪および人々の幸福の追求 

 

 

ラトビア 国旗 

 

 

リトアニア 国旗 

 

 

https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=https%3A%2F%2Fupload.wikimedia.org%2Fwikipedia%2Fcommons%2Fthumb%2F1%2F11%2FFlag_of_Lithuania.svg%2F1200px-Flag_of_Lithuania.svg.png&imgrefurl=https%3A%2F%2Fja.wikipedia.org%2Fwiki%2F%25E3%2583%25AA%25E3%2583%2588%25E3%2582%25A2%25E3%2583%258B%25E3%2582%25A2%25E3%2581%25AE%25E5%259B%25BD%25E6%2597%2597&tbnid=0arnJOarxaAUhM&vet=12ahUKEwj4x5un0OnpAhXWzIsBHb4wAVwQMygAegUIARCkAQ..i&docid=4fB7_L3dfqJYcM&w=1200&h=720&q=%E3%83%AA%E3%83%88%E3%82%A2%E3%83%8B%E3%82%A2%E3%80%80%E5%9B%BD%E6%97%97&ved=2ahUKEwj4x5un0OnpAhXWzIsBHb4wAVwQMygAegUIARCkAQ
https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=https%3A%2F%2Fupload.wikimedia.org%2Fwikipedia%2Fcommons%2Fthumb%2F1%2F11%2FFlag_of_Lithuania.svg%2F1200px-Flag_of_Lithuania.svg.png&imgrefurl=https%3A%2F%2Fja.wikipedia.org%2Fwiki%2F%25E3%2583%25AA%25E3%2583%2588%25E3%2582%25A2%25E3%2583%258B%25E3%2582%25A2%25E3%2581%25AE%25E5%259B%25BD%25E6%2597%2597&tbnid=0arnJOarxaAUhM&vet=12ahUKEwj4x5un0OnpAhXWzIsBHb4wAVwQMygAegUIARCkAQ..i&docid=4fB7_L3dfqJYcM&w=1200&h=720&q=%E3%83%AA%E3%83%88%E3%82%A2%E3%83%8B%E3%82%A2%E3%80%80%E5%9B%BD%E6%97%97&ved=2ahUKEwj4x5un0OnpAhXWzIsBHb4wAVwQMygAegUIARCkAQ
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_Estonia.svg
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_Latvia.svg


ATS 2020 

参加報告書 

群馬大学大学院 理工学府 理工学専攻 

電子情報・数理教育プログラム 

小林研究室 修士 2 年 青木里穂 

1. 学会名称 

The 29th IEEE Asian Test Symposium (ATS 2020) 

 

学会ホームページ 

https://ieeemy.org/ats2020/ 

 

2. 学会開催期間 

2020 年 11 月 22 日～11 月 25 日 

 

3. 開催地 

Penang, Malaysia 

（マレーシア ペナン州） 

オンライン開催 

 

4. 発表論文 

Track A5：Analog Test (09:00~09:30 Nov.25) 

“Analysis and Design of Multi-Tone Signal Generation Algorithms  

for Reducing Crest Factor” 

Yukiko Shibasaki1, Koji Asami2, Riho Aoki1,  

Akemi Hatta1, Anna Kuwana1, Haruo Kobayashi1 

 

 (Gunma University1, Advantest Laboratories Ltd.2) 

  

マレーシア ペナン州 

https://ieeemy.org/ats2020/


5. スケジュール 

7 月 28 日  論文提出締め切り 

9 月 11 日  採択可否通知 

10 月 1 日  Camera-ready 原稿登録締め切り 

10 月 21 日 登録締め切り 

10 月 23 日 プレゼンテーションビデオの提出締め切り 

11 月 22 日 ATS 2020 Tutorial 

11 月 23 日 ATS 2020 開会式 & 発表① 

11 月 24 日 ATS 2020 発表② 

11 月 25 日 ATS 2020 発表③ & 閉会式 

 

6. ATS 2020 について 

Asian Test Symposium（ATS）は、アジアだけでなく、世界中の国々の産業界・研究所・

大学のエンジニアや研究者が、システム、ボード、デバイステストのさまざまな側面を提示

し、議論するための国際フォーラムを提供している。ATS 2020 のテーマは、「インダスト

リー4.0 時代における Internet-of-Things (IoT)のテスト」である。アカデミア、設計ツール

と機器のサプライヤー、回路システム設計者、およびテストエンジニアのコラボレーション

により、電子回路システム設計、テスト、検証の方法論に取り組み、産業界がインダストリ

ー4.0 に向けて直面する課題を解決することを目指している。主催団体は世界的に電気電子

分野で権威のある、米国電気電子学会「 IEEE (Institute of Electrical and Electronics 

Engineers)」と、IEEE Computer Society、TTTC、CEDA であった。そのため大規模な国

際学会となり、アジア諸国を始めアメリカやヨーロッパなど、計 12 か国から参加者が集ま

った。姉妹ワークショップの WRTLT も含めると参加者が最多だったのは日本で、開催地

のマレーシアを上回った。今年で 29 回目となる本学会は 11 月 22 日～11 月 25 日の 4 日間

にかけて、当初はマレーシアのペナン州で開催の予定であったが、世界的なパンデミック

COVID-19 のため、初のオンライン開催となった。開会式は 2 日目の 23 日に行われ、4 日

間を通して基調講演、招待講演、業界フォーラム、チュートリアル、博士論文コンテスト、

高校生の発表、レギュラーセッションが実施された。なお、今年の一般論文は投稿件数が 80、

採択件数が 26 で、採択率は 33％であった。 

 

 

 

 

 

 

 



 

ATS 2020 オンライン会議開会式 

 

 
国ごとの参加者数 



 

一般論文の採択率 

 

 

提出の統計 

 

 

 

 

 



7. 学会参加報告 

筆者は先の採用題目を 11 月 25

日の最終日に発表した。発表構成は

スライド発表が約 25 分、質疑応答

が約 5 分の計 30 分であった。研究

内容はクレストファクタ低減のため

のマルチトーン信号生成アルゴリズ

ムの解析・設計で、高速かつ高精度

なテストについての成果発表を行っ

た。今回はオンラインでの開催であ

ったため、事前にプレゼンテーショ

ンのビデオを学会に送り、自分の発

表時間になると webex 会議室に入れ

るようになって、チャット欄の URL から動画が視聴できるようになっていた。動画終了

後に webex 会議室内で質疑応答が行われ、発表者に直接口頭で質問することも、チャット

で質問することもできた。事前に質疑応答の対策をして、内容も理解しているつもりだっ

たが、柴崎さんの引継ぎということもあり、想定外の質問をされると何を答えたら良いか

わからなくなってしまったので、自分で一から研究した内容でないと発表するのは難しい

と痛感した。また、英語を聞き取ることが苦手で質問内容があまり理解できなかったの

で、自分の英語の不勉強さを思い知らされた。私の次の発表者はインドの助教授の方で、

非常に英語が流暢で、司会者の方ともスムーズに会話できていたのでうらやましく思っ

た。今後は英語のリスニングの勉強をしなくてはならないと感じた。 

 

webex 会議室内のスクリーンショット 

プログラム中の筆者論文 



8. 感想 

新型コロナウイルスの影響で今回初めてのオンライン開催となり、渡航費などがかから

ないことから、本来ならば参加できなかった国際学会に参加することができた。在学中は

去年の重慶学会が最後の海外での学会だと思っていたので、もう一度大規模な会議に参加

することができ嬉しく思っていたが、今回発表したマルチトーンの研究は柴崎さんの引継

ぎだったので分からないことが多く、想像以上に論文や発表資料作成に苦戦した。しか

し、自分の研究とは違う分野の勉強ができたのは良い刺激となり、とても貴重な経験がで

きたと感じている。 

オンラインの学会は家からでも参加できる点は良かったが、事前にプレゼンテーション

ビデオを作成して提出する必要があったので、締め切りに追われ大変だった。また、発表

を録音するので何回でも撮り直しができる点は良かったが、噛むたびに撮り直ししなけれ

ばならなかったのでビデオ作成に時間がかかった。当日まで参加者側は渡航準備などが必

要ないので学会以外の心配事がなかったが、直接現地に行くわけではないので、時差の影

響で開始時間を間違えないかという不安や、回線が落ちないかなどというオンラインなら

ではの不安があった。当日は回線トラブルなど特になく終了したが、オンラインだと会場

の雰囲気などが掴めないので上手くコミュニケーションが取れなかったのが心残りであ

る。元々英語が苦手だが、オンラインだとよりコミュニケーションを取るのが難しくなる

ので、英語の勉強を始めようと思った。 

 

9. 謝辞 

この度、このような論文発表の機会を用意していただきました小林春夫先生、桑名杏奈

先生、研究指導していただきました客員教授 浅見幸司先生、研究室先輩の柴崎有祈子さ

ん、学会参加のサポートをしていただいた研究室の皆様に感謝を申し上げます。 

また、公益財団法人 情報科学国際交流財団の関係者の皆様より学会参加への多大なる

ご支援を賜りましたことを深く感謝申し上げます。 



 

ISOCC 2020参加報告 

群馬大学 大学院 理工学府 電子情報・数理教育プログラム 

小林研究室 博士前期課程 2 年 平井愛統 

1 参加学会名 

The 17th International SoC Conference (ISOCC 2020) 

 

2 開催日程 

2020年 10月 21 日から 24日 

 

3 開催地 

Sono Calm Yeosu Hotel, Yeosu, Korea（韓国 麗水市 ソノカーム麗水ホテル） 

（オンサイト・オンラインでのハイブリッド開催） 

 

4 スケジュール詳細 

7 /24 論文提出締め切り 

8 /17 採択可否通知 

9 / 4 著者登録・Camera-ready原稿登録締め切り 

10/ 7 スライド・プレゼンテーションビデオの提出締め切り 

10/22 オープニング・報告者発表 

 

5 詳細・感想 など 

 学会とプログラムについて 

ISOCCは、世界中から学術界・産業界の研究者が参加し、SoC(System on a Chip)設計

に関連する技術について議論をする国際会議である。2004 年以来、毎年 1 回開催され、

本年はオンサイトとオンラインの両方で開催された。 

投稿件数 206件、採択件数 143件で、採択率は 69.41 %だった。発表のうち口頭発表

件数の内訳は、レギュラー76 件、レギュラーセッションでの招待論文 3 件、スペシャ



ルセッションでの招待論文 31件で、合計 110件であった。ポスター発表は 64件だった 

参加者は、韓国・台湾・アメリカ・中国・フィリピン・シンガポール・インド・イタ

リア・エジプト・パキスタンからだったようである。 

報告者の発表題目と、そのプログラム中における記載を以下に抜粋する。 

 

DC 5 (101) 14:15-14:30  

“Nonlinearity Analysis of Resistive 

Ladder-Based Current-Steering Digital-to-

Analog Converter”,  

Manato Hirai1, Hiroshi Tanimoto2,  

Yuji Gendai1, Shuhei Yamamoto1,  

Anna Kuwana1, and Haruo Kobayashi1 

1Gunma University, Japan,  

2Kitami Institute of Technology, Japan 

 

 発表について 

すべての口頭発表者は、事前に発表資料と発表を録画したビデオを提出することを

求められた。オンラインとのハイブリッド開催だったため、問題が発生しても事前に提

出されたビデオで対応できるようにということだそうである。自分のプレゼンテーシ

ョンビデオ作成において PowerPoint のナレーションとビデオ作成機能を初めて使った

が、かなり便利な機能だと感じた。（ほかの場面でも、事前にナレーションを録画した

スライドを送ればスライドを用いた発表と同じことができるな、と思った。） 

当日のセッションで事前に提出したビデオを流してもらうか、オンラインで発表す

るかを選択できたので、オンラインでの発表を選択した。これにより、直前まで発表練

習をしながら口頭発表原稿を見直すことができた。先生方には原稿の見直しや発表練

習指導にお付き合いいただいた。（ありがとうございました。） 

悩んだ末に、当日の発表でも PowerPoint のナレーション機能を使ったが、事前に練

習した内容を飛ばしたり発表時間が伸び縮みしたりすることがないため、この機能を

使ってよかったと思う。一瞬音声が途切れて焦ったが、それ以外の大きな問題はなかっ

た。 

 

 感想 等 

今回の ISOCC への参加で多くの今までにない経験ができた。 

まず何よりも、国際学会にオンラインで参加しそこで発表をした経験は非常に大き



い。オンサイト/オンライン併用のため、事前の準備においても録画したビデオの提出

を求められ、口頭発表原稿を考える段階でもビデオでの発表を意識した。すべてがバー

チャルではなかったため会場でも発表が行われ、自宅や研究室で会場の様子を見なが

ら発表をきくのも不思議な気分だった。イベント管理アプリWhovaも初めて使ったが、

今後このようなツールを使う機会もさらに増えるだろうと思った。 

私自身の発表したセッションではないが、会場音声が会議ツール側にうまく聞こえ

ず、発表している音声や会場からの質問を聞き取るのが難しいこともあった。（最近の

状況をふまえてオンライン会議ツール等を使うことも多いが、自分の音声が相手側に

どう聞こえているのかを確かめる方法がないので、この調整が難しいと常々思う。） 

また、自身の原稿の問題（あまりに呆れたミス故、具体的には書きたくない）に関し

て学会事務局にご対応をお願いしたり、発表方法の不明な点について質問したりと、英

語でメールを書く機会も普段より多かった。これも今後に活かせるよい経験になった。 

 

6 謝辞 

今回、学会への参加・発表の機会をいただきました小林春夫先生、桑名杏奈先生、投稿原

稿に関してご助言を賜り、現在もその内容についてご指導・ご助言をいただいている源代裕

治先生、谷本洋先生に感謝申し上げます。 

また、ISOCC2020 の運営を支えてくださった方々に感謝いたします。 

 



 

ISOCC2020 参加報告書 

 

群馬大学理工学府電子情報数理教育プログラム 

小林研究室 修士 1 年 細野貴司 

 

 

1. 参加学会 

ISOCC2020 17th International SoC Conference 

https://www.isocc.org/modules/doc/index.php?doc=intro 

 

2. 開催期間 

2020年 10月 21日（水）～24 日（土） 

 

3. 開催場所 

Yeosu Sono CALM Hotel, Yeosu, Korea（韓国 麗水市 ソノカーム麗水ホテル） 

（新型コロナウイルスの影響によりオンラインでの参加） 

 

4. 参加学会について 

ISOCC は、学界や産業界の世界中の研究者が半導体の SoC 分野について発表する場

として、1 年に一度開催されている。ISOCC 2020 は、2020 年 10月 21 日から 24 日ま

で、韓国の麗水（Sono Calm Yeosu Hotel）で開催された。 

ISOCC2020 は新型コロナウイルスの影響により、オンラインでの参加も可能となっ

た。オンラインで参加する場合は ZOOMを用いてリアルタイムで発表するか、事前に

録画しておいたプレゼンテーションビデオを流すか選択することができる。質問はオ

ンライン上でリアルタイムに行えるほか、Whova アプリのチャット機能を用いて質問

することもできる。 

合計で 206 件の論文が投稿され、採択件数は 143 件であり、採択率は 69.41%であっ

た。発表のうち口頭発表は 110 件であり、内訳としてレギュラー76 件、レギュラーセ

ッションでの招待論文が 3 件、スペシャルセッションでの招待論文が 31 件であった。

またポスター発表は 64 件であった。 

 

https://www.isocc.org/modules/doc/index.php?doc=intro


5. スケジュール 

7 月 24 日：論文提出期限 

8 月 17 日：採択通知 

9 月 4日：著者登録、最終論文の提出締め切り 

10月 7 日：スライド・ビデオプレゼンテーションの提出締め切り 

10月 23日：発表 

 

6. 発表論文 

"Improved Nagata Current Source Insensitive to Temperature and Power Supply Voltage" 

Takashi Hosono, Lei Sha, Souma Yamamoto, Mayu Hirano, Takashi Ida, Anna Kuwana, 

Haruo Kobayashi, Yoichi Moroshima, Hiromichi Harakawa, Takeshi Oikawa 

 

7. 感想 

 オンラインでの学会は初めてのことだったの

で、戸惑いの連続だったが何とか無事終了するこ

とができた。そういった意味で新しい経験をする

ことができ、とてもよかったと思う。 

私はあらかじめ撮影しておいたビデオを送付

し、現地で再生する方式を選択した。ビデオプレ

ゼンテーションは、何回も撮り直しができるとい

う点では、自分が納得するまでできるので便利だ

と感じた。ただやはり現地に直接赴いて発表する

わけではないので、不思議な感覚だった。 

 Q&A では現地の方から質問を頂いたのだが、現地のスピーカーからの音声をマイクで拾

ってくるため正直音質が非常に悪く、何を言っているのかがまったくわからないという事

態になった。そのため何度も聞き直してしまうことになってしまった。機転を利かせてチャ

ットで質問をするように誘導することもできたと考えられるので、その点は反省すべきと

ころだと感じた。しばらくはオンラインでの学会も続くと思われるので、そういったハプニ

ングにも柔軟に対応できるようにしていきたいと思った。 

 コロナ禍ということで今年度から急速に普及していったオンラインでの学会だが、私は

非常に便利だと感じた。自宅や研究室など、どこからでも参加できるというのは、学会への

参加のしやすさが格段に違うと思う。実際に現地へ行って発表するのも時には必要だと思

うが、コロナが収まってもオンラインとオンサイトで上手い具合に発表する場を選んでい

きたいと思った。 

 

 

発表の様子 



8. 謝辞 

今回の学会参加にあたり、多大なるご支援を賜りました NEC C&C 財団様に心より感謝

申し上げます。また学会参加にあたりご指導いただいた小林春夫先生、参加にあたりサポー

トをしていただいた桑名杏奈先生、ISOCC2020 の運営を支えてくださった方々に感謝申し

上げます。 

 

 



Virtual TJCAS 2020 の発表成果報告書 

感想文 

群馬大学大学院 理工学府 理工学専攻 

電子情報・数理教育プログラム 

令和 2 年 11 月 12 日 

学生： チャンミンチー 

学籍番号： T182D002 

出席会議名称： 

「Virtual TJCAS 2020 Taiwan and Japan Conference on Circuits and Systems」 

会議期間： 2020 年 11 月 7 日 (Web 開催) 

発表論文： 

① "Stability Test for High-order Ladder Low-Pass Filters"  

MinhTri Tran, Anna Kuwana, Haruo Kobayashi 

② "Derivation of Image Rejection Ratio for High-Order Complex Filters" 

MinhTri Tran, Akemi Hatta, Anna Kuwana, and Haruo Kobayashi 

第 6 回台湾と日本の回路とシステムに関する会議（TJCAS 2020）は、2020 年 11 月 7

日にオンラインで開催されます。TJCAS の目的は、回路とシステムに関連する最新の

結果について交換するためのフォーラムを提供し、強化および/または台湾と日本の間

のさまざまなレベルの協力を発展させる。 

（http://nlab.ee.tokushima-u.ac.jp/nlab/tjcas20_top.html から引用して和訳） 

学会の発表形式として、各講演では 10 分（質疑応答 2 分）で の発表でした。 

 



 

 

 

 



私は Technical session B と Technical session D というセッションで発表しました。基

調講演や他大学の方の発表を聞くことができ、専門分野についての理解を深めるとと

もに、他分野への視野を広げました。発表論文は、複雑なアナログ回路の動的振る舞

い・安定性をステップ応答から評価する手法を様々な回路に適用したもので、理論解

析を行いその有効性をシミュレーション・実験の両面から裏付けたものです。 

 

留学生にとって、この国際の学会発表経験は一生の宝です。この会議に参加できたお

かげで、一流の研究者との交流ができ、最先端情報が得られました。半導体回路設計

技術の知識が必要だと思います。今後、自分の専門分野の知識を学んで、理解を深め

るとともに、英語と日本語能力を高めていきたいです。 

学会を紹介して頂き、学会準備から普段の研究までご指導頂いている小林春夫先生及

び桑名杏奈先生。そして、研究指導頂いた小堀先生、谷本先生に感謝を申し上げま

す。 

国際会議に参加させていただき、どうもありがとうございました。この会議で得られ

た知識は本当に役立ちました。 



電子回路研究会 参加報告記 
群馬大学 電子情報理工学科４年 小林研究室 山本修平 

 

1. 参加学会名称 

電子回路研究会 

 

2. 開催場所 

Web開催（Zoomを利用したオンライン） 

 

3. 開催期間 

2020/10/8(Thu.)-10/9(Fri.) 

 

4. スケジュール 

2020 

8/7(Fri.)  講演申込締切  

9/14(Mon.)  論文原稿締切 

10/8(Thu.) 学会発表（day1） 

10/9(Fri.) 学会発表（day2） 

 

5. 発表論文 

のこぎり波信号入力での黄金比サンプリング条件を用いた等価時間サンプリングの検討 

山本 修平, 佐々木 優斗, 桑名 杏奈, 小林 春夫（群馬大学） 

 

6. 報告・感想 

学会概要 

論文発表は 10/8~9の２日間開催され、発表件数は全体で 16件であった。 

学会の発表形式として、A 講演と B 講演と分かれており、A 講演は 25 分、B 講演では 20 分（質疑

応答５分）での発表であった。 

  また、新型コロナウイルスの影響で、Zoomを用いたWeb 開催となった。 

 

 

電子回路研究会プログラム 



 感想 

私にとって今回が初めての論文作成であり、初めての学会での発表であった。 

それ故、論文の書き方や発表資料の作り方などが分からず苦労することも多かったが、小林先生の

お力をお借りし、なんとか論文提出及び B 講演での発表を終えることができた。 

 発表をする前まで、私の中では学会発表といえば質疑応答が鬼門であり恐怖の時間であるという

イメージが強くあった。今はとても有意義で貴重な時間だと考えているが、当時の自分の中では 

「学会＝怖い場所」という等式が成り立っていた。 

そのため、実際に資料が作り終わり発表の練習をしていた際も、どういった質問が飛んでくるだろ

うかという不安とともに練習していた。 

そんな中、小林先生から「質疑応答を通して新たな視点を教えて頂くというようにポジティブに捉

えましょう」といった内容のアドバイスを頂き、気持ちを切り替えることができ、リラックスして学

会での発表に臨むことができた。 

質疑応答では、上手く説明をすることや満足のいく回答をすることができず、自身の力不足を痛感

させられた。しかし、それと同時に新たな視点からの気づきや学びを得ることができた。 

今回学会に参加して様々なことを学び、そして力不足な部分を感じた。それらを補うために勉学に

励み、研究活動に勤しんでいきたい。 

 

7. 謝辞 

 今回の学会発表という場を通して、様々な経験を得ることができました。 

 学会を紹介して頂き、学会準備から普段の研究までご指導頂いている小林春夫先生及び桑名杏奈先生。

そして、研究指導頂いた佐々木優斗さんに感謝を申し上げます。 



2020 年度（第 11 回）電気学会東京支部 

栃木・群馬支所合同研究発表会 参加報告書 

群馬大学 理工学府 電子情報・数理教育プログラム 

小林研究室 修士 1 年 山本颯馬 

１．概要 

開催期間：2021 年 3 月 1 日（月）～ 3 月 2 日（火） 

開催場所：Zoom 上でのオンライン開催  

 

2．参加の経緯 

 群馬・栃木支所合同研究発表会(群栃)は、主に群馬・栃木県内の学生や教授、企業の方々

が、広く電気に関わる分野において最新の結果についての発表や意見交換をするための場

として、例年３月に開催されている。 

2019 年度(第 10 回)の群栃は、2020 年 3 月 4 日（水）～ 5 日（木）に、群馬県前橋市の

群馬工業高等専門学校で開催される予定であった。しかし、新型コロナウイルス感染症拡大

の影響により開催中止が発表された。本発表会の予稿集に掲載された論文は、「既発表」の

扱いとなった。 

第 10 回電気学会栃木・群馬支所合同研究発表会【開催中止】 



 

2020 年の 12 月下旬、電気学会

ホームページ上にて、2020 年度(第

11回)群栃が2021年3月 1日（月）

～２日(火)に、Zoom によるオンラ

イン形式で開催されることが告知

された。小林先生からも、よかった

ら発表してくださいと勧められた。 

私は昨年 ISOCC2020 と Virtual 

TJCAS2020 に参加し、そこで得ら

れた意見をもとに研究の進捗があ

ったため、今回発表を決めた。 

小林研究室からは、計 15 件の発表

があった。 

3．発表の詳細 

参 加 者 数 ： １０４名(発表者 57 名 + 登録者 40 名 + 関係者 7 名) 

発 表 件 数 ： ５７件 

発 表 時 間 ： 合計１4 分(プレゼンテーション 10 分、質疑応答 4 分) 

自身の発表タイトル： 

"温度不感 MOS 基準電流源回路の動作と閾値電圧ばらつきの影響" 

山本 颯馬, 阿部 優大, 細野 貴司, 沙 磊, 神尾 崇文, 桑名 杏奈, 小林 春夫(群馬大学), 

鈴木 彰, 山田 聡, 加藤 智行, 小野 信任, 三浦 一広((株)ジーダット) 

 

私は、「発電, パワエレ」分野の

セッションにおいて、口頭発表

をリアルタイムで行った。事前

の練習では、すべてのスライド

を時間内に説明するつもりで練

習を行っていた。しかし実際の

発表では、前半部分の説明に予

想以上に時間がかかった。その

ため後半部分は、時間の都合上

説明を省略したスライドもあ

り、内容が伝わりにくい部分が

出たのが反省点である。 

2020 年度(第 11 回)群栃 参加者募集 

自身の発表の様子 



閉会式では、優秀発表

賞に選ばれた学生の 

表彰が行われた。 

発表者５７名中、 

受賞者は１０名であり、 

小林研究室からは２人

の学生が受賞した。 

 

 

4．謝辞  

本発表会のためプレゼンテーションスライドの作成、発表練習においてご指導を頂いた小

林春夫先生、普段から学会参加を支援して頂いている桑名杏奈先生、本研究に対する様々 

なアドバイスやご指摘を頂いている株式会社ジーダット様、そして今回 2020 年度（第 11

回）電気学会東京支部 栃木・群馬支所合同研究発表会の開催を支えてくださった皆さま

に深く感謝を申し上げます。 

 

閉会、表彰式 


